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★農業所得の計算方法について
　農業所得の申告については、原則、営業などの所得申告
と同様に収支計算によるものとされています。農業所得が
水稲のみによるものについては、農業所得標準（市場価格・
作柄などを参考にして計算された所得標準）を使った申告
を選択することが認められていましたが、平成16年産の水
稲からは収支計算による申告のみになりました。

★収支計算による申告の方法�
・収入（農作物の販売金額・自家消費分など）から必要経
費（種苗代・肥料代・農薬代・農具代・諸材料費・大型農
具の減価償却費など）を差し引いて所得を計算します�
・販売価格のわかる書類（出荷伝票・営農預金通帳など）
経費の支出がわかる書類（領収書・営農預金通帳など）
を大切に保存しておきましょう�

○市役所２階大会議室�
　１月31日（月）�
　２月１日（火）�
○イズミ津山店催事場�
　２月３日（木）�
　　　４日（金）�
相談時間：午前９時～　
　　　　午後４時�
対象：年金収入のみの人�

農業所得の申告方法が変わります�
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※期間中の土曜日・日曜日は休みです�

津山税務署（田町）� 市役所課税課および�
上記の申告相談所�
※3月6日・13日を除き期間中の土曜日・日曜日は休みです�

２月16日（水）～３月15日（火）� ２月16日（水）～３月15日（火）�

所 得 税 の 申 告 �

税務署出張申告相談�

市 県 民 税 の 申 告 �

津山税務署　322‐3147 市課税課　332‐2015
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｛商業、工業、医業、農業などを営んでいる人　　　　 ｝�　　地代、家賃、配当、不動産の売却などの所得がある人　   �
　16年中の所得金額の合計が、所得控除合計額を超える人
●給与所得者（サラリーマン）で
・給与収入が2,000万円を超える人
・給与以外の所得が20万円を超える人
・２か所以上から給与をもらっている人
●還付申告（医療費控除など）は１月から受付
・所得税の確定申告は２月16日からですが、源泉徴収された�
　所得税の還付申告は１月から受け付けています

｛営業、農業またはその他の事業を営んでいる人　　　 ｝�　　地代、家賃、配当、不動産の売却などの所得がある人　   �
　所得税がかからない人�
●給与所得者（サラリーマン）で給与支払報告書（源泉徴収票）
　が市役所へ提出されない人�
●雑損控除、医療費控除などの控除を受けようとする人�
　　　　　　　　申告しなくてもよい人�
　  ●所得税の申告書を提出した人�
　  ●給与所得だけの人で、勤務先から市役所へすでに�
　　  給与支払報告書（源泉徴収票）が提出されている人�

●印鑑　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ●給与所得者および公的年金受給者は源泉徴収票�
●申告書用紙が届いている人は、その用紙　　 　　　　　　　●損害保険料控除を受ける人は、支払った保険料の証明書�
●生命保険料控除を受ける人は、支払った保険料の証明書�
●医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収（明細）書、保険などで補てんされる金額の明細書�
●住宅取得控除を受ける人は、登記簿謄本、住民票の写し、売買契約書、住宅取得資金にかかる借入金の年末残高証明書�
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